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公共交通機関への危険物等の持ち込み規制について（通知）

　平素より学内の環境安全衛生に尽力いただきありがとうございます。

　最近、本学の教員が実験のために液体窒素容器（試料移動用）を新幹線で移送中紛失し、調査したところ、液体窒素は公共交通機関に持ち込みが規制されている物質であることが判明しました。

　今後、公共交通機関への危険物等の規制に違反した持ち込みが無いように十分留意し、危険物等を含む実験用化学物質等は適正な手段により運搬してください。

　なお、危険物等を含む実験用化学物質等の運搬に公共交通機関を利用しようとする場合には、下記を参照し、事前に各公共交通機関に問い合わせて、その可否及び規制内容等を確認してください。
記

※物質及び規制量など
・ＪＲ東日本 旅客営業規則　第10章　手回り品　（http://www.jreast.co.jp/ryokaku/02_hen/10_syo/01_setsu/index.html）
・ＪＲ東日本 旅客営業規則　別表第4号
（http://railway.jr-central.co.jp/ticket-rule/cjr-regulation/_pdf/000000930.pdf）
・航空法施行規則
（http://www.mlit.go.jp/koku/03_information/15_kikenbutsu/kisoku.html）

・危険物船舶運送及び貯蔵規則

（http://law.e-gov.go.jp/htmldata/S32/S32F03901000030.html）
持ち込み規制がある危険物等の実例











■火薬類　　■高圧ガス・液化ガス　■油紙　　■可燃性液体、可燃性固体　





■酸類　■酸化腐食剤　■揮散性毒物　■放射性物質　■セルロイド類　■農薬

















【本件問い合わせ先】


環境安全衛生部環境安全課：塚田、吉田


内線21051


mail: anei-2@adm.u-tokyo.ac.jp









